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て
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に
し
て
い
た

だ
き
、
地
域

で
の
福
祉
活

動
を
更
に
活

発
に
し
て
い

た
だ
く
た
め
、

『
み
ん
な
で
つ
く
る　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

愛
の
ま
ち　

た
か
は
し
』
を
基
本
理
念
と
し
、

基
本
目
標
、
重
点
目
標
を
掲
げ
、
高
梁
市
で

暮
ら
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
、
さ
さ
え

あ
い
・
た
す
け
あ
っ
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
は
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は
『
輪
』

と
い
う
漢
字
で
し
た
。
こ
の
漢
字
を
表
す
出
来

事
と
し
て
、
１
９
６
４
年
以
来
56
年
ぶ
り
２

回
目
の
開
催
と
な
る
２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
が
東
京
に
決
定
し
た

こ
と
や
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
な
ど
、

日
本
中
が
『
輪
』

に
な
っ
て
歓
喜
に

わ
い
た
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
も

自
然
災
害
が
相

次
い
で
発
生
し
、

国
内
外
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
市
内
各
地
に
災
害
が
発
生
し
、
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
・

過
疎
化
に
伴
い
人
口
が
減
少
し
て
い
る
今
日
、

地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
『
輪
』
が
よ
り
一

層
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
干
支
は
午
で
す
。
馬
は
幸
運
が
駆
け
込
ん

で
く
る
な
ど
と
い
わ
れ
る
縁
起
の
良
い
動
物

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
一
年
飛
躍
の
年
と

な
り
物
事
が
〝
う
ま
”
く
い
く
年
と
な
り
ま

す
よ
う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
よ
う

な
社
会
情
勢
の
中
、
多
く
の
皆
様
方
へ
ご
協

力
を
頂
き
、
地
域
福
祉
活
動
を
更
に
推
進
す

る
た
め
、
今
後
５
年
間
の
活
動
目
標
等
を
地

域
福
祉
活
動
計
画
と
し
て
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
地
域
で
の
「
和
」
を
大
切

新
年
の
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

　

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

内
田　

親
秀
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ふれあいサロン活動紹介

　

地
域
の
方
か
ら
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
を
始
め
た
い
と

声
が
上
が
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
松
原

町
神
原
の
四
地
区
か
ら
一

名
ず
つ
発
起
人
が
集
ま
り

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
の
発
足
会
に

は
、
社
協
職
員
か
ら
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

サ
ロ
ン
で
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
き
た
い
か
を
皆
で

話
合
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
健
康
教
室

を
し
た
い
な
ど
、
活
発
な

意
見
が
出
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
名
称
を
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
神
原
」
と

名
付
け
、
こ
の
日
に
出
た

意
見
を
も
と
に
役
員
で
計

画
を
立
て
て
、
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
神
原

で
は
、
心
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
支
え
あ
い
助
け

あ
う
安
心
の
地
域
づ
く
り

推
進
の
た
め
、
世
代
を
越

え
た
交
流
の
場
を
開
く
こ

と
を
約
束
事
に
掲
げ
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

備
中
町
布
賀
地
区
で
活
動

し
て
い
る
布
賀
地
区
憩
い
の

サ
ロ
ン
は
、
高
齢
化
が
進
む

中
、「
さ
さ
え
あ
い　

た
す

け
あ
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
り
、
高
齢
者
の
交
流
の

場
の
提
供
や
友
愛
訪
問
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
24
日
に
は
、
14
人
が

集
ま
り
茶
話
会
を
行
い
、
折

り
紙
細
工
の
箱
作
り
や
お
手

玉
遊
び
で
昔
を
懐
か
し
み
、

最
近
巷
で
話
題
の
脳
ト
レ
ク

イ
ズ
で
頭
の
体
操
を
し
、
近

況
報
告
や
井
戸
端
談
義
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
社

協
職
員
か
ら
社
協
の
事
業

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

11
月
21
日
に
は
、
21
人
が

集
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
世
代
間
交
流
を
行
い
、

終
了
後
は
、
ぜ
ん
ざ
い
を
食

べ
な
が
ら
和
や
か
に
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
を
通
し
て
、
地
域
の

交
流
の
場
と
し
て
「
輪
」
を

大
切
に
楽
し
く
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松原町　ふれあいサロン神原

備中町　布賀地区憩いのサロン
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　本市社会福祉協議会の役員などで次の方々は、今年の干支「午」年生まれです。
新しい年を迎え、今年一年の抱負を語っていただきました。

評
議
員

樋
口　

昭
三
さ
ん
（
本
町
）

　

半
世
紀
近
く
、
地
方
行
政
の
一
端
を
経
験
し
、

我
が
家
に
居
る
こ
と
が
な
い
生
活
か
ら
、
退
職
後

は
終
日
近
く
自
宅
で
暮
ら
す
日
々
と
も
な
れ
ば
、

地
域
の
方
々
と
の
接
点
も
自
然
と
増
し
て
く
る
も

の
で
、
今
ま
で
の
生
活
周
期
が
随
分
変
化
し
、
自

然
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
会
話
か
ら
世
状
の
批
評
ま
で
有
意
義
に
時
間
を

使
っ
て
ゆ
く
事
が
多
く
な
る
も
の
で
す
。
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
月

で
は
特
に
心
新
た
に
、
西
郷
隆
盛
が
述
べ
た
「
敬
天
愛
人
」、
天
を
敬
い
人

を
愛
す
る
心
が
、
広
く
福
祉
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

評
議
員

岩
本　

哲
二
さ
ん
（
成
羽
町
）

　

お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
私
も
今
や
熟
年
、
古
稀
は
人
生
の
通

過
点
で
あ
り
今
年
六
回
目
の
年
男
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
、
今
日
迄
地

域
の
生
活
圏
を
支
え
て
来
ら
れ
た
先
輩
達
の
業
績

に
感
謝
す
る
と
共
に
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
微
力
な
が
ら
関
わ
り
、
恩
返

し
を
し
、
恒
久
の
健
康
と
社
会
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

評
議
員

中
山　

美
江
さ
ん
（
川
上
町
）

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
喜
び
に
絶
え
ま
せ
ん
。

　

日
々
感
謝
の
気
持
ち
を
心
に
持
ち
な
が
ら
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
今
暫
く
は
地
域
の
為
に
お
役

に
た
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
の
期
間
に
し
た

い
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
現
在
で
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴
し
い
年
に
な
る
様
祈
念
し
て

い
ま
す
。

評
議
員

三
宅　

智
子
さ
ん
（
備
中
町
）

　

早
い
も
の
で
六
回
目
の
年
女
を
迎
え
ま
し
た
。

　

結
婚
し
て
52
年
、
４
世
代
９
人
家
族
で
毎
日
賑

や
か
に
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
３
歳
、
２
歳
、
８
か
月
の
ひ
孫
達
を
見

て
い
て
と
て
も
幸
福
を
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
周
り
の
方
々
や
家
族
に
少
し
で
も
お
手
伝
い
が
出

来
、
次
の
年
女
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
巨
瀬
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会　

副
会
長

野
口　

弘
子
さ
ん
（
巨
瀬
町
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

六
回
目
の
午
年
を
元
気
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
方
々
の
あ
た
た
か
い

ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
気
持
ち
を
新
た
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
、
明
る
く
心
豊
か
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成26 年 社協年男年女
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　皆さんに声かけをして集めた
ペットボトルのキャップで「世界
のぶどう園」をまねて壁掛けを作
りました。

　落ち葉を集めて幸せを集めよう
とふくろうを作ってみました。

川上いきいき交流館 川上デイサービスセンター

福祉施設の作品展示コーナー

町の文化祭にも参加して披露をしました

会員区分 件数（人） 金　額（円）
普 通 会 員 6,363 6,856,000
法 人 会 員 270 907,000
ふるさと会員 79 260,000
特 別 会 員 13 65,000

合　計 6,725 8,088,000

平成 25年度　会費のお願いについて

平成25年度　社協会費にご協力いただいた法人及びふるさと会員
10月16日から12月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略） 

12月16日からの受付分は3月15日発行の第54号に掲載させていただきます。

（成羽地区）……………………………
泉食堂
加藤電器店
河内鮮魚店
成羽食糧
有限会社 藤井商事
平しん
（川上地区）……………………………
石川北観光 有限会社
株式会社 岡﨑建設

■ 法人会員
（高梁地区）……………………………
株式会社 小見山モータース
深耕寺
株式会社 中国銀行 高梁支店
中国労働金庫 備中支店
株式会社 トマト銀行高梁支店
備北信用金庫
びほく農業協同組合
有限会社 山田薬局

（市外）…………………………………
西本薬品 株式会社
株式会社 両備システムズ

■ ふるさと会員
（高梁地区）……………………………
　兵庫県　　有安　　斉

　市内外の方々へご協力のお願いをしております、賛助会費について、多くの方からご理解ご賛同を賜り
ありがとうございます。
　この賛助会費はふれあいサロン事業やボランティアセンター活動事業など地域福祉活動に活用させてい
ただいております。 
　引き続き、会員を募っていますので、ご協力をよろしくお願いいたします。なお、11月末現在で、お寄
せいただきました会費は次のとおりです。 
◆平成25年度 賛助会費　協力の状況（平成25年11月30日現在）
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平
成
25
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
が
11
月
15
日
、
東
京
都
日
比
谷
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
又
は
団
体

に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
梁
市
か
ら
個
人
３
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰社

会
福
祉
事
業
従
事
功
労
者

安
原
　
隆
資
さ
ん
（
南
町
）

　

市
内
に
２
か
所
の
保
育
園
を
設
立
し
、
毎
年
約
200
人
の
保
育

を
実
施
。
通
常
の
保
育
に
加
え
、
乳
児
保
育
や
延
長
保
育
等
の

特
別
保
育
も
実
施
し
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
と
の
交
流
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
茶
道
な
ど
の
情
操
教
育
に
重

点
を
置
き
、
明
る
い
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
児
童
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

小
山
　
倉
雄
さ
ん
（
御
前
町
）

　

こ
の
度
の
受
賞
、
年
数
が
少
し
長
い
だ
け
な
の
で
、
大
変

恐
縮
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
梁
市
に
お
い
て
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、特
に
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
子
ど
も
同
士
の
経
験
が
少
な
い
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
、
そ
う
し
た
面
の
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
者

岡
崎
　
宏
子
（
介
護
保
険
課
主
幹
）

　

様
々
な
介
護
現
場
で
、
多
く
の
利
用
者
の
方
と
出
会
い
、

ま
た
介
護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
毎
日
安
心
し
て
仕
事
に
出
さ
せ
て
く
れ
る
家
族
や
、
い
つ
も
あ
た
た

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
職
場
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
し
て
、
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平成25年度　赤い羽根共同募金法人募金にご協力いただいた法人
12月25日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略） 

12月26日からの受付分は3月15日発行の第54号に掲載させていただきます。

（医）仲田医院
縄手商事㈱
西森電気
日軽形材㈱岡山工場
㈱パインツリーゴルフクラブ
㈲花のれん
パルエッグセンター(有)
東建設
備中開発㈱
㈱備北オートセンター
備北信用金庫 落合支店
㈲ふじおか建具
藤本歯科医院
ヘアーサロン・エムズ
Hair Make Studio YOU
堀金属表面処理工業㈱岡山工場
松本物産㈲
㈲三宅工務店
宮田楽器
モランボン
㈲森十自動車工作所
㈲森田商店
焼肉ヒロミ
㈲ワタナベトーヨー住器

（高梁地区）……………………………
㈱赤木組
㈲秋岡商店
イーグル工業㈱岡山事業場
㈲イシイ
イースタジオ（ニュー甲子園）
入江組
医療法人 梁風会 こころの医療たいようの丘ホスピタル
㈱大月本店
㈱吉備ケーブルテレビ
㈲佐々木組
佐藤建設工業㈱
島自動車㈲
住まいるネット高梁落合橋店
㈱総合技術サービス
㈱タイガーマシン 製作所
㈱ダイラボ
㈲高梁産業資材
㈲高梁マイカーセンター
㈲竹浪商店
谷村鉄工㈲
天亀堂
トークロ
東伸運輸㈱

（有漢地区）……………………………
有漢診療所
岡山イーグル㈱
㈲島田建設
特別養護老人ホーム有漢荘
㈲戸田商会
㈲ハスイサービス
㈲原木材工業所
東建設㈲
㈲平山電建
芳烈酒造㈱
丸五シーエス工業㈱
山根商事㈲
㈲山脇モータース
㈱夢ファーム有漢
㈲吉岡工業所
（成羽地区）……………………………
伊藤食品㈲
㈱ ナリケンテクノ
（川上地区）……………………………
川上工業㈱
川上電工（協）
㈱山室建設

全 国 社 会 福 祉 大 会
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　本年度も、赤い羽根共同募金
（平成25年10月1日～平成25年12
月31日）並びに歳末たすけあい募
金（平成25年11月1日～平成25年
12月31日）へ、皆様のあたたかい
お心をお寄せいただきありがとう
ございました。
　今号では、平成25年12月25日現
在の途中経過をご報告させていた
だきます。なお、平成25年度の最
終実績については、次号にてご報
告させていただきます。

　7月13日、絵本作家よしながこうたくのペイントライブ
を開催しました。会場の雰囲気も良く、親子で「笑い」、
「驚き」とても楽しそうな皆さんの表情が印象的でした。
　絵本作家の方をお呼びして、参加者に満足していただく
ために、共同募金からの援助をいただき、とても助かって
います。本当にありがとうございます。
　また、今年初めてストーリーテリングのおはなし会を高梁
中央図書館で開催しました。多くの親子づれ、子どもが参加

してくださり、
ろうそくの灯り
の中で、絵のな
いお話だけの世
界を楽しまれて
いました。

　備中地域老人クラブでは、年々グラウンドゴルフ
愛好家が増加している中、会員相互の親睦を図ると
共に、生きがいづくりや健康増進を目的に高齢者グ
ラウンドゴルフ大会を年２回開催しています。
　大会当日は、共同募金ののぼり旗と募金箱を設置
し広報に努めました。大会には176人もの参加があ
り、この助成金を活用し、充実したものができ、目
的を達成することが出来ました。

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

赤い羽根共同募金歳末たすけあい募金

おはなしたまてばこ（下町）
～ひらけ　おはなしたまてばこ～

備中地域老人クラブ
～高齢者グラウンドゴルフ大会～

募金区分 募金額（円）

戸 別 募 金 3,777,242

街 頭 募 金 61,285

法 人 募 金 666,000

学 校 募 金 19,736

職 域 募 金 633,000

イベント募金 80,603

個 人 募 金 12,182

その他の募金 99,360

合　計 5,349,408

募金区分 募金額（円）

戸 別 募 金 1,855,654

個 人 募 金 26,313

その他の募金 74,587

合　計 1,956,554

本年度、共同募金の助成を受けた団体からの「ありがとうメッセージ」の一部をご紹介します!!

ありがとうメッセージ
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地 福 活 報域 祉 動 告

美
作
市
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

研
修
会
で
講
演 

10/29

松
原
地
区
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
修
会
を
開
催 

12/12

松
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

本
年
度
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
」

で
実
践
発
表
を
い
た
だ
い
た
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
上
大
竹
」
の
代
表
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
宮
㟢
正
弘
さ
ん（
川

上
町
上
大
竹
）が
、
美
作
市
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
美

作
市
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
﨑
さ
ん
は
、「
上
大
竹
地
区
に
お
け

る
福
祉
活
動
」と
題
し
て
、福
祉
委
員

や
民
生
委
員
等
が
協
力
し
て
サ
ロ
ン

を
立
ち
上
げ
た
こ
と
や
、工
夫
を
こ
ら

し
た
活
動
に
つ
い
て
、ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
話
を
さ
れ
、会
場
は「
笑
い
あ
り
歌

あ
り
」で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
地
域
福
祉
推

進
部
門
強
化
・
充
実
事
業
（
助
成
事
業
）

を
実
施
し
、
福
祉
委
員
活
動
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
川
面
・
松
原
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
ま
た
、
川
上
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者
の
方
々
も

研
修
会
に
参
加
さ
れ
、
小
地
域
福
祉

活
動
の
重
要
性
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
小
地
域
に
お
け
る

福
祉
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
や
福
祉
委
員

活
動
、
地
区
社
協
活
動
を
今
後
と
も

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

松
原
地
区
社
協
の
主
催
に
よ
り
、町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
地
区
社
協
構
成
員

を
対
象
に
、松
原
地
区
小
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
松
原
地
区
で
は
、
民

生
委
員
児
童
委
員
や
福
祉
委
員
を
は
じ

め
と
す
る
地
区
社
協
構
成
員
が
相
互
に

連
携
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
地
域
の
実
状
や
福
祉
課
題

に
つ
い
て
共
通
認
識
を
図
る
た
め
、
岡
山

県
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
、
吉
田
光
臣
主

幹
・
西
原
俊
明
主
任
を
講
師
に
迎
え
、「
ふ

れ
あ
い
か
ら
支
え
あ
い
へ　

マ
ッ
プ
づ

く
り
か
ら
見
え
て
く
る
地
域
で
の
住
民

福
祉
活
動
」
と
題
し
て
研
修
や
支
え
あ
い

マ
ッ
プ
作
り
の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、「
自

分
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ
い
て
把
握

す
る
こ
と
は
大
切
だ
と
感
じ
た
」、「
松
原

地
区
に
あ
っ
た
マ
ッ
プ
作
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
、
松
原
地
区
社
協
で
は
、
各
種

研
修
会
や
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
地

域
に
合
っ
た
住
民
福
祉
活
動
を
研
究
・

検
討
し
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

8広報ふれあい福祉　第53号



地 福 活 報域 祉 動 告

　

川
月
勇
雄
様
よ
り
成
羽
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
絵
画
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
画
は
、
郷
土
出
身
の

画
家
川
月
泉
鑑
作
「
吉
備
路
た

そ
が
れ
」
で
、
郷
土
出
身
の
絵

画
を
多
く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

ご
来
館
の
際
は
、
２
階
ロ
ビ
ー

に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

西
山
小
学
校
全
校
児
童
16
人
は
、
生
活
課
題
を

抱
え
て
い
る
方
々
の
思
い
を
感
じ
取
り
、
福
祉
問

題
や
福
祉
活
動
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
、
信
頼
関

係
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
、
車
イ
ス
や
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

児
童
達
は
、「
目
が
見
え
に
く
く
な
る
と
い
つ
も

簡
単
に
出
来
る
こ
と
に
時
間
が
か
か
る
」、「
車
イ
ス

で
段
差
を
上
が
る
の
が
難
し
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想

を
述
べ
、
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で
も
、
人

に
よ
っ
て
は
簡
単
に
出
来
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ

Ｋ
Ａ
（
旧 

自
転
車
振
興
会
）
か

ら
車
両
整
備
の
助
成
を
受
け
、

訪
問
入
浴
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
に
こ
の
車
両
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

成
羽
地
区
社
協
は
、
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
「
市
民
み
ん
な
で
支
え
合
う
あ
っ
た

か
い
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
愛
育
委

員
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
民
皆
様
方
か
ら
多
く

の
善
意
の
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
会
場
で
は
、
善
意
の
品
を
買
い
求
め
る

多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
中
で
も
格
安
値
の
卵
は
大

好
評
と
な
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
売
上
収
益
金
は
、
成
羽
地
区
社
協

の
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

絵
画
の
寄
贈
に
つ
い
て

福 

祉 

体 

験 

活 

動 

11/28
高
梁
市
立
西
山
小
学
校

訪
問
入
浴
車
を

更
新
し
ま
し
た

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー 

12/8

成
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
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News
お

せ
ら知

平成２5 年度

ふれあい
相談と援助

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談
担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員
場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター
時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
2月20日（木） 2月6日（木）
3月20日（木） 3月6日（木）

☆各支所では定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　地域福祉課 ☎ 22-7243　　有漢支所 ☎ 57-3218　　成羽支所 ☎ 42-2005
　川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

＊福祉委員選出について＊

通所介護サービス（デイサービスセンター）の紹介

　市社協では、住民の皆さんが「安心して暮らせるよう気くばり、目くばりをし、お互いに励まし合い支
え合う」という「福祉のまちづくり」のお世話をしていただく福祉委員の選出をお願いしています。
　平成 26 年度につきましても、各町内会より福祉委員をご選出いただき、福祉委員選出届を市社協（地
域福祉課・各支所）へ提出していただきますようお願いいたします。

　介護認定を受けた利用者の方が、在宅での生活が安心してできるよう、また、介護者の介護負担を軽
減するため、ケアマネジャーが作成したケアプランに基づき、日中、デイサービスセンターで送迎・食事・
入浴・機能訓練・生活相談等を受け、自立を支援するサービスです。利用については、担当ケアマネジャー
にご相談ください。

お問い合せ先　市保険課 ☎ 21-0299

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　

）
内

は
旧
任

平
成
25
年
12
月
１
日
付

【
異
動
】

▼
兼　

訪
問
入
浴
事
業
所
た
か

は
し
管
理
者
＝
小
見
山
寛
（
事

務
局
長
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
入
浴
事
業

所
た
か
は
し
主
任
兼
訪
問
介

護
事
業
所
主
任
兼
巨
瀬
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任

兼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ

り
苑
主
任
＝
樽
角
益
子
（
介

護
保
険
課
訪
問
入
浴
事
業
所

た
か
は
し
管
理
者
兼
訪
問
介

護
事
業
所
主
任
兼
巨
瀬
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り

苑
主
任
）

平
成
25
年
12
月
31
日
付

【
退
職
】

▼
渡
辺
美
智
子
（
地
域
福
祉
課

主
事
）
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 25 年 11 月と 12 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

25 年 11月〜 12月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封	

巨
瀬
町	

島
田
　
信
雄

（
故
・
隆
様
）

金
一
封	

津
川
町	

原
田
美
恵
子

	

（
故
・
勇
様
）

金
一
封	

東
　
町	

土
屋
　
碩
三

�

（
故
・
喜
美
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

住
田
　
光
生

	

（
故
・
四
郎
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

下
村
　
太
助

	

（
故
・
フ
ミ
様
）

金
一
封	

川
面
町	

平
　
　
健
一

	

（
故
・
長
女
様
）

金
一
封	
中
井
町	

森
元
　
利
江

	
（
故
・
卓
治
様
）

金
一
封	

津
川
町	
仲
田
　
敬
子

	
（
故
・
富
雄
様
）

金
一
封	

松
原
町	
政
森
　
　
毅

	

（
故
・
頼
一
様
）

金
一
封	

川
面
町	

西
村
　
純
一

	

（
故
・
侑
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

盛
崎
　
悦
子

	

（
故
・
正
弘
様
）

金
一
封	

総
社
市	

若
原
　
憲
治

	

（
故
・
森
末
恵
美
子
様
）

十
万
円	

津
川
町	

藤
森
　
弘
樹

	

（
故
・
照
夫
様
）

金
一
封	

原
田
南
町	

小
林
　
仁
志

	

（
故
・
明
様
）

金
一
封	

下
谷
町	

有
光
　
和
業

	

（
故
・
ソ
ノ
子
様
）

金
一
封	

小
高
下
町	

中
山
　
幸
保

	

（
故
・
藤
田
美
智
子
様
）

金
一
封	

成
羽
町	

森
末
　
博
幸

	

（
故
・
清
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

上
山
　
茂
樹

	

（
故
・
幸
男
様
）

金
一
封	

松
原
町	

森
下
　
勇
一

	

（
故
・
生
二
様
）

金
一
封	

川
面
町	

大
森
　
庸
一

	

（
故
・
ミ
チ
ヱ
様
）

金
一
封	

津
川
町	

森
野
　
君
代

	

（
故
・
秀
夫
様
）

金
一
封	

松
　
山	

横
山
　
幸
夫

	

（
故
・
壽
様
）

金
一
封	

落
合
町	

橋
本
　
石
基

	

（
故
・
文
美
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
林
　
啓
司

	

（
故
・
コ
ハ
ル
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

子
原
　
　
豊

	

（
故
・
道
子
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

森
末
　
清
一

	

（
故
・
節
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

兼
高
　
広
衛

	

（
故
・
福
興
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

栗
本
　
米
子

	

（
故
・
和
一
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	
津
川
町	

原
田
美
恵
子

�

（
故
・
勇
様
）

金
一
封	

津
川
町	

仲
田
　
敬
子

�
（
故
・
富
雄
様
）

金
一
封	

津
川
町	
森
野
　
君
代

�

（
故
・
秀
夫
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

西
村
　
純
一

�

（
故
・
侑
様
）

金
一
封	

川
面
町	

大
森
　
庸
一

�

（
故
・
ミ
チ
ヱ
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

宮
森
　
益
男

	

（
故
・
美
津
惠
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

子
原
　
　
豊

	

（
故
・
道
子
様
）

《
中
井
地
区
》

三
万
円	

中
井
町	

大
本
　
幹
夫

	

（
故
・
遠
藤
敏
明
様
）

金
一
封	

中
井
町	

上
山
　
茂
樹

	

（
故
・
幸
男
様
）

金
一
封	

中
井
町	

新
山
　
繁
貴

	

（
故
・
清
野
様
）

金
一
封	

中
井
町	

廣
本
　
泰
章

	

（
故
・
金
子
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

総
社
市	

若
原
　
憲
治

	

（
故
・
森
末
恵
美
子
様
）

金
一
封	

成
羽
町	

森
末
　
博
幸

	

（
故
・
清
子
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

兼
高
　
広
衛

	

（
故
・
福
興
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

政
森
　
　
毅

	

（
故
・
頼
一
様
）

金
一
封	

松
原
町	

東
　
由
和
平

（
故
・
仁
朗
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

住
田
　
光
生	

（
故
・
四
郎
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有
　
漢	

佐
分
利
義
孝

　
　（
故
・
操
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

蛭
田
　
文
夫

　
　（
故
・
秀
夫
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

大
石
　
　
勝

　
　（
故
・
安
野
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

田
村
　
哲
生

　
　（
故
・
薫
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

野
田
　
宣
夫

　
　（
故
・
佳
良
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

葉
廣
　
弘
志

　
　（
故
・
岩
原
ト
ラ
コ
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

布
　
寄	

野
田
　
繁
雄

	

（
故
・
マ
ス
ヨ
様
）

金
一
封	

上
日
名	

藤
井
　
和
彦	

（
故
・
考
志
様
）

金
一
封	

下
日
名	

杉
本
　
三
男	

（
故
・
岸
男
様
）

金
一
封	

下
　
原	

川
井
　
秀
夫	

（
故
・
英
子
様
）

金
一
封	

坂
　
本	

白
羽
　
誠
治	

（
故
・
隆
美
様
）

金
一
封	

坂
　
本	

廣
岡
　
寛
一	

（
故
・
長
子
様
）

金
一
封	

中
　
野	

廣
坂
　
憲
郎	

（
故
・
千
鶴
子
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

松
平
　
晃
典	

（
故
・
貞
夫
様
）

金
一
封	

下
　
原	

高
木
　
　
透	

（
故
・
了
様
）

金
一
封	

長
　
地	

高
下
　
幸
彦	

（
故
・
和
子
様
）
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編 

集 

後 

記

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

地
　
頭	

赤
松
　
　
都

（
故
・
登
喜
雄
様
）

金
一
封	

下
大
竹	

三
村
　
忠
生

	

（
故
・
繁
様
）

金
一
封	
領
　
家	

池
田
万
寿
美

	
（
故
・
亀
美
江
様
）

金
一
封	

高
　
山	

川
上
　
　
魏

	
（
故
・
梅
子
様
）

金
一
封	

地
　
頭	
池
田
金
四
郎

	

（
故
・
喜
代
子
様
）

金
一
封	

高
山
市	

品
川
桂
太
郎

	

（
故
・
貞
枝
様
）

金
一
封	

領
　
家	

藤
井
　
節
子

	

（
故
・
久
子
様
）

金
一
封	

七
　
地	

川
上
　
哲
郎

	

（
故
・
恵
伊
様
）

金
一
封	

総
社
市	

藤
本
　
哲
也

	

（
故
・
八
千
代
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

平
　
川	

樽
角
　
満
広

	

（
故
・
栄
様
）

金
一
封	

平
　
川	

藤
井
　
正
人

	

（
故
・
勝
己
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

小
西
　
正
久

	

（
故
・
富
江
様
）

金
一
封	

平
　
川	

前
原
　
宏
幸

	

（
故
・
忠
三
郎
様
）

金
一
封	

平
　
川	

前
原
　
峯
男

	

（
故
・
松
子
様
）

金
一
封	

東
油
野	

屋
敷
　
洋
子

	

（
故
・
勇
様
）

金
一
封	

布
　
瀬	

宮
本
　
明
美

	

（
故
・
敬
介
様
）

金
一
封	

西
油
野	

川
上
　
定
夫

	

（
故
・
喜
代
子
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

南
　
町	

安
原
　
隆
資

（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

受
賞
記
念
と
し
て
）

金
一
封		



匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
354
回
、
第
355
回
目
）

金
一
封	

奥
万
田
町	

浅
野
間
　
章

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	
中
井
町	

北
村
　
紀
子

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	
本
倉
　
孝
一

（
民
生
委
員
児
童
委
員
　

退
任
に
あ
た
り
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有
　
漢	

横
田
　
信
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

中
上
　
國
治

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

植
木
　
淑
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

植
木
　
哲
夫

（
叙
勲
受
章
の
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹	

竹
井
　
一
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

地
　
頭	

川
上
　
　
勉

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布
　
賀	

川
上
　
　
輝

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布
　
賀	

川
上
　
忠
志

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

西
　
山	

井
上
　
嗣
宣

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布
　
賀	

瀬
戸
川
キ
ヨ
コ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野	

細
川
　
清
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
で
三
回
目
の
午
年
を
迎
え
、
一
年
が
経
つ
の
が

年
々
早
く
感
じ
ま
す
。
今
年
も
初
日
の
出
を
拝
み
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
周
囲
が
明
る
く
な
り
始
め
、
雲
の
切
れ
間

か
ら
太
陽
が
現
れ
る
と
初
日
の
出
を
拝
み
に
集
ま
っ
た

方
々
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、一
年
の
始
ま
り
を
感
じ
た
瞬

間
で
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
広
報
紙
で
は
、
社
協
の
年
男
年
女
と
い

う
こ
と
で
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
な
ど
で
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
６
名
の
方
々
に
今
年
の
抱
負
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
や
共
同
募

金
の
助
成
を
受
け
た
団
体
の
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
市
民
皆
さ
ん
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
情
報
や

様
々
な
事
業
等
を
お
伝
え
出
来
る
よ
う
広
報
紙
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
午
年
の
Ｋ
）

　

皆
さ
ま
か
ら
の
寄
付
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
福
祉

活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
社
協
へ
の
寄
付
金
は
、
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
、
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
控
除
と
税
額
控
除
の
い

ず
れ
か
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
は　

総
務
課 

☎
２
２
―
７
２
４
３
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